
 

群馬県の新規感染者数は（図 1）のように推移

しています。残念ながら全国的にも高い数値で

す。その多くは（図 2）太田・伊勢崎の工場等

でのクラスター発生が影響しています。 

2021年はコロナ禍における、経済対策・福祉対策・格差対応に追われた 1年でした。 

 

コロナ禍で感じていること。『自分の正義が必ずしも本当の正義ではないかもしれない』 

ということです。それぞれの環境によって各々の感じ方・考え方があります。 

その価値観は、ますます多様化されていくでしょう。 

だからこそ、包括的な発想が大切だと感じ、 

「傾聴」を重視した活動を続けてまいりました。 

 

議会の会期延長や各種活動の再開から年末のご挨拶もままならない状況でしたが、 

あらためて年始のご挨拶に伺いますので、様々なご意見をお聞かせいただけると幸甚です。 

引き続きのご支援を、宜しくお願い申し上げます。 
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（図 3）のように 3 回目の接種のスケジュール

が方向づけられ、（図 4）の県営ワクチンセン

ターが再開されます。また（図 5）のように防

疫をしながら経済を廻す「ワクチン・検査パッ

ケージ」が始動します。 
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